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南北南半球の気象
宙誕三鼠

1. 球じめに

長期予報の滋本当主んから，グロースぺvター lζ何か書けと言われた.こ.n
J之ついて次lζ述，えるよラr.t事情"G-，まとまったもの守時怠いか，張、、識調t.r

由fら荷極夫矢箇lIf降析した繕壊を主主!こLて，告との維の質勝を植えて，樹F争的

ながら事いてA..r.:"、.

I~Y に帯して ， 19o5"ヲ~ 195B主干の嬉ニ'/J.甫趣強調橡ヒ)19$8 -I f.S9 

等の帯主求常極観測憾の径帯並行のため)f.長谷1IrOIE租墓地近<"t:'4f望者した両

冬の /......2寓の慣の短い期商lζ ，東京の予報課"c'禽滋夫妻t図を博精したこと

ポあり，これには或4:の羽留の~米次長前あたられ，事2 島宇宙には華若も参
加し ~.ζ のときはじめに南半球の掠象 η を費量盆したの~あ~~， いろいろ

の員まち北半書誌に比'てて実なる員まがわかり，こ#lsrその後にぽつ，，1:北半戒の鱒

紛にはね返って，.~半球 lて対する誕識の度4診を源めるのに綾主~1e. 二ラい

ラ蕊については単にE々の天焚図の解析だけちなくて，長期予報l二も添い掲

標t1f il~ ど思われる.苧実根本注んが商嘗百報 I~紹介された的町気候の基礎"
にlま蝶極l=dI係ある文献ti¥'iF-き，れてい~し) r 6-Y以後今くの新しい事情i/I:
Iliてきてやる.it.-;てこの員草壁活の¥if.石幕をはないかも知れないか¥実際の

2.-3の緩験乙今少女献を毘たヒころをまとめて，者量な紙面を宿りて報告

したい.

2. 衡4重大瞳における畢~気温

勾

J 

I G- Y の観測震賊~fI. "t: ，融持1こ制球竃の峨峨々に紛ら ぜ'
れ，特に犬陸内部の墓地の観測によって北半球lこ~'げる世界め肇低気温を 1ま

るかに越える婁樟な偽混於報じら札た.少し時郷おく措1の曜があおJIf，これ

らを取 1)，まとめて骨量巻して，ji:..い意味ちの尚北骨平3択の摂象の兆曾@費緋ヒ

したい.

~献

/)蜘怠陶・~蹴(.'5ω3紳蜘鱒l~つい1:(_蜘鵬>，鵡3，.2~-lき

2) L.471tb.比tI.(1守");FIL'IldIl.1ILent4.Is of CIì17LA.te. 根本1療事掠~<爾寄寓司容骨骨密.急，

I f t> &tr.t誓 ， 1 'iJ.2~干

(1 ) 



金制

」包w

大陸内衡の墓地1主函 11之示し ζSi) ~ ~ rとごれらの基地のうぢ主なものの
活援釣教義などは重量 11)に示してあるが 2 由雄大君主内訴の基地拾いずれも韓

議 3.00071lJlt<か，ぞれを越える蓄注 1ご措置tている.

商 l 南極大陸主安基地図

表l 向極大陸内陸基地]業姦

基 地 名 国籍 蒋藍(5) 経度 i成事機鋳
A調Sωωazu-t命e曙働乱歳} USA 90000' x 2，80苦

Sw匂:IMeAi.a. USSR '18 24 1: g'l・35'3，!tTO 

v“おず色 E U5SR q宮27 1:106 52 3.420 

Iπμa“品h.PO& USSR 宮201. E $4 !f~ 3.710 
8肝d. USA 80 IJO Wl20 OD 1，515 

叫品ωぜ FJZ.伽凶 69 22 EWI 0/ 2.40/ 
L ー

( 2) 

向議年月百 前鎖与買百|

J '15'7. 1. 11 

1 95B. 2. 12 19$'t.1.3 

If5'l./2.1t. 

/'15i.12./4 Im.12.2t. 
/'157. 5'.干

/f留守~ 4. ， 



担Eて農1・に釆主Utるd:ラに，命4盛大爵内書慣の護地法""1957年I之向議き
れて走;-1) I 軍植民湛1まこれまでのとこるポストタ lrlご s け~ 1'15'1豊平倉耳 25'

Eの-g7. 4-・C(-f25.30F) W佑極k見られていた 2) ごのポストタ Eにお

ける託銀1<1:，さらに商じ墓地民主れする観測。Iζよって晴られ I 1';60年 B宵 24

Ef 1::: Iま -8'1.3 ・c の援~保温2~ lJf tH兎し，今の kころこれが世幕にsける薮
俗気蚤の極ヒ見られる.こオ1らの議長偽気温の1まかに，南泌総(A制 n必抑-Scatt

基地〉や γ ピ工、y カヤId~ I亡 .inする豪イ白昼\.~j聖 21と示してある 3) ポスト

グEの l'f/'0 ~草の託銀を除いた極値は S..te予訓47J(J. の報告にも釆されている 4>

姦 21こ示送れたツピ:J:， ~J カ"f lζ~' げる観測低について， l"LVt.明智基地(66・
33' S， 93・00'E，棋音量30伺) 1之勤務レ 1と γ メリガの M.J.R~の報告別

によれ I;f，組測は補正値のよくわかった遭橋常黒~~究湿度昔によったとして ~J 

いる.

義 2 商権大事基の最有島原書量

基 骨量 。 接 t イ民 員 温

庁19~向年78. nE 1 22g54i 1 1 一一
vt>Or免 E -l)'ケ."ト.C -125.3D(< 

VMおk ][ -f?8'. 3 一12(，.9
世一

5O1属品ゐ&な -86.7 げよ8'.8'.タ
一一町一一』・一ー

南極点 ーワ4.5 一/02.I /守S27I.Sワ?z.f E 

団施墓地 -42.ワ /ヂ61.ヮ.五1

ーところ零時自極大陸Iま図 1~見るヒおり，向島溢怠は犬置きの中沿者P J\リずれて

いて，東経部分前衛雄大震の主な智~?)-~あ 1) J ミニの地演をE来事事情電極大陸

(Eω耳~ A四t'anc泌GQ，)ヒ巧ぴ，その中 I~' 地Ji..を d 頚迭しかたい絵 11 (IM心cι ，

M-iJi.R.. p，酔色)~1J5lんをい~ .この地点に童す.Qことは不可能1:::止いものと

}fえられ，そのためにこのよラ Z倍前tF:‘つけられていたが，通量lにあるヒお

り，ッ塗事陵隊事fIf5B 律事事 1ζ 行って t.・~.師和 34 与5"1!I/Efの朝日新薗

の骨反撃によil.Tt， 21人の隊賓ヒ4台の聖書上車ペンギン専による探穣離は2

か買の議行ののち ) 12 JJ 14・B((到選しがたい樟")こ違 Lて墓地を重量生ら

氷の厚注iJr3/グO慨』民主あるこヒを慮寵して) Ir5r 毎 I~ g- g ミ Iレ又イ墓
地I之掃った歯ちある.

こρ柑到達しがたい緯"を中崎ヒする衆衛商極大隆一帯!ま比按鈎接嵐爾が

なくて聖書f~トなく，しかも平均の簾普於 3;0007fl.以上あって，暗才t1-と?更生陵

地面からの放射を謀んにして地球の畢集地帯を作っている.

この fストグlIJこがける擾偽無電と比較する乞 J 南極i{にf)-Itる IIfSワ等
(3) 

ザ/



ゐ

8世

9貰I含Bの最俗気湛骨ば，はるかに蕗い瀧農を示して台り，索都繭雄大障の

集長於0・かに強いもの~あ~かを物語っている.

F~ の報告.-3) によ否ヒ，前記の禽極点まの轟佑掩蓋のa主義曹には，
風速lま41ツトを示し，また地表から申書ミ!E/()視まちの湛藍 lt~ のよラ!こ観

測迄れている.

重量3 南極点1こinナる挺温楓副題

j9$マ塁手守 IltK首 2/37Z

生杢E2視 | 日 | 

てLEU-1Fi-ー/仏I ~ -101.0 
/ 

す zわち，わずか 10."" の前~ 13・C の火きな逆転告でaる.南極A在宅Fはこ
の /95"'7左手 91Jの議イ色気混lご先主って ， 195ゲ与6Ja 11 B 145!5Z 1ごーマヨ1.6

Ocの華強気温を楓測しているがペ W叫 trvzI在、この時の棋婚を攻のよう
に報じている.すなわち壱普箱内の失意前革伯ーσ3.60e に草したヒき，書

面の温度 lまーケ4-.2 0c ヒなリ，それから数晴海内 lごロス海からの掛~，帯夜1Jf、

あって，天~ぽ委!とおおわれ，壁からの lt体放射のため雪面の湿度 1さ 4 時向

内にーワ4-.2DCfJ' 6 -65.Joc 1之上界してい-?i. 

これら 2回の事実7ft'jますよラ!こ，商栓大陸における治家の暴働録直球，地

表面の非常に撞い放射か、商標していることを示しており) T-均'24nU7t胞の解
説によ忍と.s孔t必み1uN.1ま衛極大陸にli、ける護論iこの援a品質湿1ま，犬繁ヒ
地表からの放射の邸入~'r.r< t;tったヒさあらわれ)4開の雇善良司5は-80・c
土 20Cにはなら;;1:¥，'包いう結構に重した歯である.そしてポストグ工1::z;け

る誌録はこれよりもっと偽ぃ債を示している.

ヒころで、E喜和墓地lま67・Sの魚種大震の縁辺にあるために，気温はずっと
祷<I /'157握手 2月I!iS基地向蛍島、ら 1962左手までの叢伯緊混の託銀lまJ't{，/

塁手守百2宮gの-42.マ・C11) ヒなっている.

源錐lご北半球にま)'tt ~気温の僑艦 8) 定歩ペリア東部t イメコシにおいて

楓剥塗れた， 1933塁手2J!6aの -6ケ.'7oc (-89. 90戸)であり d観測哉

の隷寄の差翼fXあるにしても，歯極太穫に比べ、て昔、ctリ事い潜flを示している.

〔違託7 との賓料 lま S-4 !f前 1ご調査して机の中に入れて主~~，たも 11 ~) 

"* '18tlfffと報じたものもお苔札 E.3'.F1.oWe制の報告 1/) C¥91l1fa 2137 z包
言I正している.

<.4-) 



満棋をの崎商事f なやので，取、'J~ えず報告し書L. 揖調JtJ壁紙、1L.:5ものな@

1:-，靖報省t左~~普ち@苛注意奇知匂せ履いたいし嘗婚も調者じて崎容鎗ものJël
言I正じたい Z恵ラ.
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Mé:tゐ吃~巳ぬ rA~ti.合μ} La. M鋭的~， 5マI J制-
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成層圏天気図の解析法(1 ) 

大井正一

混 lま詐与の 3Jf 11. aから今年の 4月 /a.l吉、iilJぺルリン怠也大浮気象反ぴ

地ボ特嘘荷iÌF.~斤!こ勤務したか汁である. 4長1) 遅うて晃札 IJ'モれ 1喜私の}主主ち

ょモらくj事もす性しくもまうリ，また.-:!事も箸しかった一等向ちあった.ここに

ヤ それ山内崎川内れてみて竹川町らけれ肘の限界をは

っきりと雷、めないわげには行かない.私1ま私な!)，こいろいろと得る併はあっ

たヒ思ラポ， しかし主義太の百働たる威層圏天疑図の碕亮にどれ1吉、け蓑献した

かヒいえばI 'tt1.， こ lま私 I~ ヒってー与があまリ i之~く遁言、去った~答えざる

を停ほじ.:f，{.ホ、在任中 lご私自費はもちろんのこヒ，池の人局によっても普修

する緩の析しい賓献!まなかったと隠ラ.そして百本の羽田さんからお俊 1)を

いたどえた tt'に日本でいろいろの研亮が推進されていることをラら々ましく

聴い J また台分の員長能!こあせtJを高じたくらいのものである.従ってここを

11嘗きんが、侠ってい 3威層圏天気図の漁に勤務したー人の写生ヒしての私の

恵い忠のきZを縛るこヒにして御今舎にしi--いと~ラ.モれもはt.r lま jざ散暖は

ものだから一良子商淘鈎経遜を詩の座標軸1::ヒるこヒにしてま Eこまリ-Rつけた

いと恩ラ.具体鈎な』まについては割候時報の報告を叢も正式なものヒして御

今腹ねがいたい.

fÁ~出張を命じられても伺も〈わしいこ~ Iま駈らずに英語も独遺書告もろく

に知らずに羽箇径多 ιの人々に見送られて出発してしまった.コインハーヶ・

伊 ンま~，Jj a $. A lJ¥'少し l主活るのげう I二川った.コ々ンハーゲンIこめて
ー人になってみるど会〈どうしよラもない孫稼械にとらわ丸るのを如何ヒも

しがたかっ托.噴二ずホ手 lレの食普f 1:'の金字 I~ }.:' 1γ 言審会話帳e'ラ去く行った.

注て衝を散歩しよラヒして飛行場でもらった葉内国を舎に渉~抵して先ず並

行〈人1::遁をたずねr::..ところが義人l乙向いてもよくわからな ¥i'• 免ずここ

で嬉ーの盛にぶつかってしまった.方えて毘れI;f'不思識はない.私lまFイγ

語金書客噛ち向こうはデンマーク需なのだから.しかし訟はすっかり意気しよ

う誌してしまってとうと 3系物にはー切乗らず，人ヒもー切口をl'1かず，地

図を莞ながら散歩しただけ~~H を賓してしまった.八ンブ、】レグ1こ行くヒ今

度 1立ド、イ ν1::~から言策が箪じるはずだ、於また遇ピ1;1: L' .飛行場から 1¥スl之衆

く6)



つ唱て.m.チ 1レの各誌ぽ'JtIJを練り返していラヒ}¥スの茸転手1et.1;'怒を中央署定

ま~..ん~、畿に紘一λ を乗 tt -C水テ lレまで行ってくれた.迎えに来た今村ヒ

いラ入8¥'，(大伴氏太彊 J寸ス~永チ Jレに員三らす"ピいって実いころげていた.

私!まハンプ 1レグマ之官1旬必死守ドイツ憶の腕!ざめしをした.しかしさっぽり

1. ~定め~'. '~訟はこの 2a t誌もtIr.'fず J 会わず，余らず，足~棒にして歩いた.

・水デルから帰行場に行〈どき帳場をや 4 て L、~~の子に“~ .iゐ九 〈令

t村氏ヒ)飛行場に特く"といラのをぽ明d )--Mr.vn- (あなたヒ) 11 と繰り

返じて亀ったので，ずのすに“あなたを亮送りに飛行蕗まち付〈の"'0すか"

と向かれて港えられず，こっちが真永になってしまった.いよいよぺ lレリン

のチパルホーヲ飛行場lごついた. "P叫t>r.sdtμ仰先生ヒ室長のF削 d 
Dl". La..hitzl<e '/tゾンデ婁衰の合~の自動寧ち造元 iご来ている.何とかし中

ぺろラヒ恵ったがどラ Lても ttty.'動かない.結居ホヂ lレま1:運ぽ才1てすべて

有犠リ令奏似のみで格わってしまった.それは土曜の報?ずっ!と.主曜)H媛

l孟U8ahn.め砂を菰D有して帯衝を克物し，淘々の・うちに巴躍.を過ごし H誕百

1乙はじめてE重層圏整(S;t;匂;t;，np-A，ルu.)!二出動，型の令官く対lについた・エー

プーの?づe忌以外は令都女栓で旬こう倒lこ戸九fU.J. Dr. La.bitZke迄んが・坐

ってい1と.ヒころポ訟は土曜日の轄下旬Z内凡M6-捧行場に迎えiこ来られた

β必ωhf子氏I~ しは均#..e夫人を Sr:lt;mね子氏ヒモの犬人といラ嵐に磁章、、

してしまった， I-a.t.渇件ι注んがいろいろヒたとえ1ず区綬向T.曹葉の品 :]ζ
かJ 佳麗診断とか p 保健の申請とか，そういった苧を教えてく，れに.弘!な壬

九を総務系統の嘗 1<:行って M SCAMA44ヂ夫人;It¥'言った n という鼠に言った.

その醤芯 l志台?な学になった . rl S~~ 夫人1N'~並骨骨!こ屠るのはむかしい.

あるいは夫人ttK狩さんを迎えにすすったのかも知れない n といラ嵐ぽ警には

ってしまった.数日商をうマむ々に遇した後私1まいaJU:1;外£迭んに“ドイツ

諦をも、に合同私ι 』泌おゐ~ ~ ~、ぅ苧校に行きた\.¥ J' 同し也たら sch- ....) 

九Ir.a..r;恥ヒ協議の上枝諾して〈れた.これは本当1::有権かった .ζ 才1から私
の本当のぺ!レリン生活tJI.'婚まっ 1三のである.

私l主毎朝8'o奇1二砥勤して与元られた戒層圏の文献を辞喜吉引きなfJ..'ら首長ん
1:'行<. 12 時~\来るヒ?吋屯思 ι2 人志太学の食堂 1::ffく 15g寺l之ぼると

l-a.U今仇迄んが Cf);. 持活ん浄校に行く晴樹~すドヒいうのち容に犠拶し

て芝生ヒ患の中を抜庁てバスe'tif校l二行<. 16 ø奇から/ヲ時まで 3~粛の

講義を号をけた.申請長クラスちは仮定去を待って U た.

W匂仰拡丸生1まヒても模むな ScIt必初!.MZ.1レのよラな人f芝、. Den陥有ιだ

ヒか Jch 剖ザt~ε1ざ乙か幼雄な議 1) ;をいうと教J:!!からまFりて来てほっぺた

('7) 



をたたく喪主1をして看守梶昔を穫する.時勾毒事い余って本望企に有ってしまい

H ぢお事ミ敬~敬"ヒ謝られる警もある. 1木曜晴樹l二も設かをお年軽量lミ呼んで

個人的に説教をする.~愉 lご行〈と啓から"昨 BI立学校で何を誓ったか P ヒ

噸かれる.商違えるどまた逼をれる.英語を債ラピ昏から似ifD~白CA と

いわれる.こラしてユ濫洛1のラちにどラにかド、イ、γ語ずし冷ベ、れるようにな

り，文献も}逼 1)読み終わ">r::. . 
4用IBから Dγ.W aJ1AZ.I!.cIr..e. ~於量士宮署してくれた F;ùe，d伽.au..の住居 Iζ

移 1)， ~長官庁てきはま量去の 100侃b ， 5"0骨tb天気回の事蕗庫棟，等遣梯を引く総

事を強めた.この引き芳について lますちに測候時報に善い伝から1星稜を華v
.も" t::. ¥' .繍度嵐尺 !J セ lレロイド、殺守天使t圏の上巳董ねて書けるの~非常に撃さ商

的であった.日1 来上 b~'、 1) Il !.-a.I..認証./u.さんに持って行くピ親切!こ宣してく

オlf==. 20 枚も書くと少しも直~れないよラにr.rった.

も

3貰21 日は-1}1t e' SCanJe 'e.んが作ったお菓子を食べ、，嘩場1こ虫て託念

写真を!写した. TJUlルジLu杷;:'OU(核垂~)) Bみ地.e(合構〉事1まかさい嬢殺

のt:をつ什て，ほんのリヒ食色くけむって思え p 池の氷も語審ItI 患の芦も藍

んを，切何!こも怠焼、哲三たような戚じ由でする. 2. 7 a r.t Ktvlf'Z.以砲手 てF休ifJ.
A、 r~" んで、も土Ifi， !3'曜は休み，しかも厳島も一切休みだから休li-の前に会糧

も存者稿用紙も演って置由、ないヒ会〈街も出来ぽくなる.後併での梓苧の令1虜

ヰヨ休みをi:j巷 .I~ 入れて離まないとだ、めで、，龍寺堅からいえ!;:f'百本の半分以下-e­

ある.しかも色分 1.:1:同本から米査されたから何か佐しなくてはならないヒ思

うιrうもあせり-jti'1Iiて末る.ド、4ツのピ、γチ!こ令わせるには IIJ、月々 、らい
l主かかったよう l二庖われた .t匂こうめ人はどてものんび、リど拳ち結いていて

少しもあせってはいない.論文搭事えも非常lこ少ぽいが，そのがじっかビつ1本

絹当しっかり Lているように見える.乙れまf先ずー著書学ぶべきAまのよラに思

われた・向こうはまた社会保障tJt'、J:く虫来ていて bS党以上の人!ま P伽ωゐ・

ηゆ仇ピいってー切の底着から離れてしまい I R併~ヒいって傍聴金

暮しに1d，'って宮子きな研発等包含歯にやっている.日本のようにずストを次々

区新謹して'}(E後の必寓をする吟零もない.械構攻撃を中ってだストを A、やす

;脂容もない.こうした社会のT-~ 1ft:こうした落ち暑さをつく 1)lIiしているの
か也知れないヒ思われる.

こんなに暇水、あって柑をしているのかヒ厚うヒ，ドイツ人ば鼻面百Pから

J~'- ~会主み鳴かすよラt.r人 1孟 Jjrt.rい.暇つぶしのや 1)方ヒしては博柑偉，古

城，畳財ち跡の見物 s 遊寵拘B，方々ラ，告奏会， Jマス株行，散歩，下ライブ

等を中っているので，料次第に今〈の友人から誇われるようになった.常

( g ) 



物館，さ壬城，急時常事~は常に研守電曹を手盛行していて，安井めぐりペス専もあ

り) ~中々専内的である.革貰船も氷河浦ど jf河を絡ん~4 時間ヒか官時間と

か，いろいろなコースホ、ある，こラいラ脅Eのデ、yキで苧向者t論 Uるのもまた

蔵丸なものである.ペス旅行となるとイタリヤ 3 スペイン 3 フランス警は 1

2童向 I 2.週閣と面体旅行をがる. 5c.Av叫~鬼皮も気象E宇科の生徒をつれて

士一ストリー，イタ，)ヤ::Lーゴー 1ご6遁衡の気象智撃を旅行&される.ハス

旅行は割 1)に安いので先ず、報つぶしには者決かないよラになコていた.

4目も中匂になると到るヒころに音色い FIYZゐγが2/rt.の花獄、咲き柑め y メ
ーずーの頃に!主新緑-Ji.'、百のミEめるように美しくなる .A元。忍4/.(極)， KωI:ami-

-e 

e/n (棒)， 'Pa..:門叫(71"':' 70ラ)) Bムんじ台樺)等法明るい緑で、 B叫品.e(ぶ

な)) ムみ叫e-n(筈4定植す)lc1:瀧ぃ繰) "ßhぷムL品.l!. 1ま赤い官官~つ寸， での美

しさはいくら見ていてもあきない眺めである.厨 l事E 併の番地 lま -p~-yfù.­

aiLe..e- {， 2 r::' ~\ ，この Ai1ι ヒいラの lま友松!ま后雇の蓋"fノ両側の歩進の

-J-

東Eに街路樹折、なうんでいて，その内側!立台動磨董跨にt;r-'Jてお 1)，中央に

もニ列の並木訳、あり，農中だItI主主伏、ほている散歩?主主でペシチが、夏いてあ;~.

つまり木折田列になっているわけで J あたかも掃のトンネ lレの，j::うたよ美し竺

がある.その木陰jごも金書r:6¥'あって先生や主主伎町昼食をしな iJi'らし骨くって
いるこヒホ、~が-? t三.市街の三分のこが緑地帯!三、というのが;、べ、 lレイン 'i)台慢

をある .5河になると Kω芯MμMI..の花訳、かんざレのよラに域主主，そ J);'て耐

のよラ lこ7争って地面をー面(=旬〈永く梁めるようになる.

私は WeぬJVo.l-Mrvz.e必ωVJ に止iN容を命ぜられた.これは毎 8/え時15"分
から始まリ/岬l加わるー穫の予報会議のよ川村刊る.吃ずscIt.vL匂
先生s¥'、ドラをパ、チてさジャンシ、ャンとたたく.I:fヰミの陣太鼓のよラばEまじ、であ

る.ぞれが鳴りま1すと槍lま顔主主完金力ぜて講苦言に出かげる.行って莫』ると宛

生lま無念無想t;I面持1:'"ドヲをたたいてf.>"られる. しかしいくら無念然怒ヒ1.'

っても入嗣だから感晴A吐い否.その奇心工会不人々は“今Etl立先生側謙司F

訳、悪いぞ"専というわけ守ある，この講掌l本神々霞く也来ていて政函館のよ

うに真実写室がついている.堅実写皇室には犬をな Eμ.CLUVJ先opく安体投射審〉
tJ'すえつけられていて p 先生の秘書て子高うるf:ro-e，.we-q虫j)¥'、現均ヒ天気図を捧入

するヒ，モタL ボ~3 井戸ト}レ四方の!!k写膜 1ご投射注れる.図を繕いた黄任着IJ...

矢印の暖中層主主T'F1蓄しrFしながら解析を述べて行き，それについて討論ダ行
なわれる.私lま末1ざ項業l亡/:¥:Iまいっていなかっ kボ，百本の部分について説

明を今じられた・ S~ 弘生 lま β~戸ほの神様ヒいわれるだけあっ

て虞に細かい. StpWTL五たといラこビ 11以来る1-:"It ~数の費科を m いて或

19 ) 
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撃の実体を主体約lてヰ芭餐することぞある.地上から /0悦 b1~ 到否ま予の何枚

もの北半減均ヨーロ・;1)fや於イツの夫気図，それから O舟伽dμA理事の FM.

IYI的 -k.w-a..) s.:t:<:rvkλd押L 等の予想図，大官時1Ë~まの se.tt~c..Il.. ) T M>l. ..: 
mル~， ム向島?仏政事 ， HM仰河え事の状態歯極集，等で前織がさ造れ);t"歯

言E紙冷レーダー写翼までが在咲される.そして最後 1:::::p.λc-rw'予想天矢留が
討諭されるのである.私l立朱7ざピ、ラもドイツ梼tli.'身lこっかず J 百本の解杭を

述ぺ-iST:"'すがやっヒで，権の討論lまー切ねからはいレ，領向されても答えら

れ rJ:い.よ〈朝鮮の他気圧力可、脅進するよラ q解析ボ鼠ると p 私 1志いきり主っ

て/{せん・rJはす1まない " !:いラの~' b'i皆折、取 IJ令ってくれない.ヨーロッ

J ，-r:、!まイ~気圧がシベ、リヤ橋気圧!こ押~れて荷塗するこヒ 1志望今しく tr いから 1ざ.

そういラ E寄};t仕方がないから個人鈎に 6~3 鬼生をたずねて .l これ 1主

席童っている"ヒいうと ，ltt長崎町誌をラだ、ろう N ヒいって解析さを番を呼んで

イ修正ミEれた.予報の討論bで終わるヒ SClUVZJ，.匂先生の司会で普通の常務有

ち令わせや J 疏慢の中湖報守寺/J'i、行なわれる.

この会議1古毎日時許のよラに正確に行なわれる.十E手-8乙はこのことを

いラのかヒ恵ラくらい 3 毎日間じような李を冷っている.討論の内軍事も至っ

ておだ~かで少しむ安飛'J:蕎 lま広fJ:\，、.金くli1tくt.rるよラなものである.私

l主治めのうちな内 It'./こんな孝をl/ifi:Iやっていて，これでいいんげろうか"

と疑わしくほって来た.しかし次第!こなれてくるにつれてこの十年一首の如

き斑れに舞伝まかせているドイツ地な報念深注 lこ次第にのみ込まれて符〈よ

うな衆か、した.

ある接JK.ll.ιmvm.ん防法ε の S1J.Ld..ωt/:e，何JZaVm "'f H lVTぱU叫 4ゐ屯品J.d.e，n-

為グヂ必んがあった.思はこれを HUA'l..μd必叫肘a:o呼ム抗 と陶童えて
うをわれた.そこはまfそらくは告は金等ちの別症であったのだ、ろラ.獅躍のよ

うz主棋な変物iti'11、':!:~淘 lζ 匂かつて蓮てられていて J 長!まヰ)o* 1-:: JI，.く，東
大の三町部池のよラなもの r.='、il'i'，すぺて~'、大きく J 事tr.lt¥'こんもリヒオくの中ま

で枝を垂れて，競のよラなオ〈街¥-::著書を発ヒし，物苔ーつしない智けさである.

ここが学生クラプ Iこなっていて申し込め iず無料で措り切ること古ri.+きた.百

のあるラちは芝生の上のすープ]レでジュース等を飲んちレ冷ぺり， 4その 111き
t看になって暗〈な.Q~内にはいってダンス奄拾め.Q.私 1まいつわ也来るt;:'tナ

百江たぬ隅に座って知人ヒ曹をしてお茶を濁している. ScAmIu乙9究生1ま
いつも中央'e-教按遺伝固まれておられた.ヒごろ獄、いつでも先生1ま必ず途中

1::切り上げて車誌の隣l三来てしまラのが幣ちあった.これは一つには教授壷の

考古前いつも底壊的モ面白くr.rいためヒ，もーつはタ‘シスをしないのほ先生ヒ

( 10) 
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訴だけだから烹もあ 6. 私はいって予も怒絡して先生;の~'接を伺うことにな~.

施主の揺はかつも義ち着いていて，だらだらと長 <J 手電牟の/時噴まざも続

〈の可~t> った. Sc-Aμゐ?先生の噴商IetEf本の気象宅善意，敬il予報，予殺

技術等齢、多いが，日.$."t"lな取演のポスト/1.'常に番号勤していて時々奪門求書Eわ

ったりす~.乙うした宇都、}番重僻 lこ穫しもヒいう. l弘はまた争責国分析の曹

を痛くのぽ棄しみだ.私ども m'、普ゃった傍碕鼠袴ヒ偽気圧の管尊重!こ非常に深

い商むを示注れた.有必な清書 1;: つ\，.ては，地上~、全部ソ重量寧に占嶺~れて

も平気~地下<:-グイ 7'~蕃れていた揺，輯'1之主に政治撃が、作るといラ淫，

ヲイデチヒ~i¥": '.Yダ、L..7fの砦曹のJH.>>震と米ソ軍の言毒事，識字申の窓¥.'Bt協も
# ~\，、ルウ z ーの気象旅行の嵩から p 正しい天気図解析は歯分てきそこに荷

って住まないヒ判ら窓口.たとえば市震か獄、アフ J)カの施需をヌ号表団/2'けから

論ずるのはおかしひ.こんなこヒから令長l立御省令で百本の梅雨 J 北陸轟雪

、、等を蒐たい等乞いわれる.ぜヤ lレクネえ以来の前線解祈Rど、のように宇佐震し

たがヒいライ玄統の替~j'f味深い.どれも面台ぃ君事 iずか 1) ~，める. しかし E事業

め精進といるゐの Ia:ピうしてもそこに一つのうP、エー lレ折、あるよラで p 議後の

どたん場'f~業史的/J l事前いえなくなってしまラ.そこ~伺 E なし l二頓リなく

s ってしまラのちある.毒uま p 先生 lま世界的な Þ~之ょん.vz.の援後か人で

はないのか・ sre-ι九M 々の程統lまここに消謝するので、!まない f!' tJ..賓の
CQO..WJ.旨~ん』予報課長 KlωωVL さん，主任予報官 Cre..tさえのよラ lこ

Scltv品五し?主義着の帯末広ピラなるのか.そして弘の母来は等ヒbらぬ方

向1二私の芳えがずれて来るのもどうしよラもなゲった.

F.JUlJ，L D)l. . L-o.1J.比件£さんヒIJ:よく Pヲfプをした.御主人l主D品。もiZe此

であ 1)J 土曜ヨ専lまドアイプのあとでが宅に伺って百本のズライドをψ，コた.

ピラも婁注んの芳j$'!f.上さえま耐をも家宅もとても威張っている.モれにわか

》

げわらず私だけにはー百壁いてい否.何故庁ろラが.1>宅には夫人の Op.a. ん

の傍饗の写真水、ある.ハヲキリで有危な波野署員の号安置が夫人の 07Ttfl.と結婚 守

したこビ l二な~.叔父さんの嘆きん，叔母きんの相主人も百本人-~ J 夫人の

まき略語むもJa阪である.こうした百本に対する強いあ-:::.1.町、れが夫人l:::lえを親し

くしたわけをあ-9.成層圏専渥の La-6.以外ι 夫人ヒ最後の Sテ似戸~~
S r:J，.vv/LQ手応ヒ両方1賞、R本 1:::来たかつて苛んでく九fJ.いか 3 ど言ってい-9.

tう太号事iま呼べない.私としてもどちうを情先すぺをさかに迷ってしまった，

μμ今むさんの家l立合腸吟£のワ略だから J ぺランダからは /00仇の

冗~がー自に見える.モ之 1主主主壌の i皐跡捗たいなものである.

志LモこをllIiぺIレリン人f昔、歩けlず歓遣されるに遭いない.悲しそこを衆ぺ 1レ

(11 ) 
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リ Y 人 IR'歩けぼたちまち崎殺送れてし:.ラ.妙なものだ.をの向こラ司~I志子

供1ft、フザトポ、-/レをしたり，赤ん衡を乳.a準 1之乗せた人前歩いたリレてし、透.

私 l立不思富島ヒモの向こう側に当時暗示を戚1: 1三.諸によ~ヒその向こうには殺人

先生~，釦L僅~J 犠 E込$.犠餅増F文酷しているヒいう.

ユーゴーの P吋毛君ヒは女性ぽ忠、リの碩究室の中のたt=--人の努友章ヒし，
て仲貰しに怠った.毎百蚕食に lま必ず2人"T:'行った. l'手e薯にl主私は宮本
の~~震苧の郁介をした. 'P，ぜ~ A喜lJrそれをんd試を仇£夫人 lζ話すヒいつも

い冷な旗をきれた. pザ&忌iま私書E京に揚った.そこに暗殺人経も，飢鐘も，

集団-4t車華街も支配しているよラには晃えなかった.lJ.πi:utdvtt， んゐ必札

を這って H切ル~U骨必J-eJUlえU の捕に末た時に者止はその壮大な重厚t.r

建物!こ会</とを奪われてしまった.これは十八世紀Iこ/'1与もかかって護て

られた K~白物の蛍苛になる皐物刊ι これは.s~守先生

HtL1σ総務課長から是々その学生崎将の美しい恵いlfLヒして商事、~才tf::..f3銑ー

ルz太学't!-ある.創立着の Ab党側ぬな~ HU'l'nふO-U:)W必ゐek
V曹7l. Hω也.fW.Uの后{象!ま告のままの婆可否何芋かを渇えている.手植のいち

ょラ 1ま源い線の薫を一杯l乙夫壁!こひろげ、てそびえている.その危iこラの玄商

1こ lま~旗iJt報と琶のさめるよラは対称をなして全れ下部、って，暑の嵐l亡脅か

にゆれていた，ここに寄る業生または伝学生としてあ 11'られた人々の各乞して

は H叫d: FiM:.A庇. Wei.~， H~ J N鈍 ωi/:，

l' J.a-n.o/Y.， B o-M.， Eゐ/JUみ1.J LωLIL， S仏必必れ~ ， KaId MaM， 
Le-冗ふ1.， ・・ー・ーー--・

等l1fあげられて¥，'~ .こうした人々はなるほどUA.μ抱恥のいうヒおリ今

宮の世界の浮腐の基礎を作った人々である.太学の埼に主って untvr.也侃
L..hばfUtの通リを見図して称る ζ，江孫な建物ぜかりが、ぽらんをいる.JI

史博物信1まN偶作 J ~.1lii~ の設計 Iξ よリ It桝から"年かかって税
収ヒして作られたものをある.門eχMn.合同i，/u.、劇場は ScA初Jedの設計に

よI}/lf'23年から 5年昔、かつて以匂O.JtO.必仇品ヒして建てられたものであ

る.N似品 W邸k は ScA必地dの語脅を Ig-/6 主手から 3~ かかって緑各輯
士の馨ヒして作られた反ヒトラ一議/之00 径の霊漏~'ある.薗.1J:.歌剤場 1立
/作3 主事から K~μゐ弓針の輩計により可等かかって建てられた~ St. 

Hω山手数制 1 '1/1. 7 与がら B~ により 2'1刷、かつて建てら札
た.百主図書館は Bott伺仰向，の設計により 1'1'1'1'-'からマ年かかって章て

られた. Pam. Iel: R o-d CJt.必ザの蛍昔によ 'J18'r;d!手から 11/..e干かかって
建てられた. Hu札~大学}ま 86腕仰向の蛍曽 I之よリ 171/. 8 辱から /f

(12 ) 



主事かかって主主てられた.

こラ 3与えてみるどピれもこれも蛍界ー成を十分祷ってよい控沿な皇集物~

ある . 117Ue11. d.rTグt. L，o，.必-n .tf遭って H c.v肌~大学 1之重量ラ学生たちは

なずい辱輔毎グこれら滋幕最高の盆蛍輸省Eな前めなfJrら菅った!こ途いない，事量

普は二れらの藁物をながめて患いを樟絵画に，費予檎1:::，揖対論!こ p 気象Iら

物護学!二課く詑めたこヒであろう.そしてそ之から世界を文醍する掌倹の伝

統 -1ft' 生まれたの ~tまないか.ころ希えて来ると私lま報堤マ=アになってしま

った (1換塩水人程作る"ということは一つの薄えに過ぎないにもかかわら

ず}ここのぺン今l二患って見回すと J どうもこの芳えがあ、せろしい方でもっ

て私を尽樹Lて来るように感じた.私はここがま予をきになって，壌を犯しては

ここに来て，ぼんやリしていることお、~くなっ作.

DaM.vm.の綬怖の請の p~~ のん印ぷ釘'2. (善摂樹〉も茨事

に濃い根1-:::'なって来て，実賓!こなると遺全体水、障の木陰になってしまう.本

のラらにはきちつつきのひなが捕から暗までロ在日杯!こあけて視を呼んちい

あ.その宇iJì精肉抵の射撃のよラ lこ脳にこたえた.親の霊ぷ又さ ~'1ま乙てち

商!二令わないのち p 時々われわれは){!ン肩を稽.って行って中った.s月末:こ
G悦私ιδ仇ぷ必aの中車Eのtf:京試駿古であり，苧議式 I<i.: ¥tvaIM!，A.叫 ")船遊び
の晶、上下行なわれた . I.{fl..oA.owによ隆して芝生の中で沿径を金ぺr 百かく

しの鬼ごっこWかくし芸を*って寮しい一司氏、った.卒業生 I;l:タンず三カ p

モロッコ，インド J プランス，トルコ，アフガ、ニスグン，タイ 3 シリア等の

友人ちあった.こラいラ方々の国lご友達在需kのも}つの故意1ざったが，私

1まいつも京洋人の代表に遺li';flて p 後にI<Iストまでやら注れる婚末になって

しまった.震のドイ、y誇も 15 ぽ、完全 lこ音量じるようになったしノイ士~にも差支

元なくはった.同時|亡と紙クヲスはケ Eから治まるので 6~ 1<1:学校水、ないこ

ι!こなった.モこ ~6 耳 I H から私 I~ 正式 l~ 或業解析当番ピして毎'f1/00冊 b

天気函を輔さ，予毅会識で説明することと怠った. (つづく)

(1'164.5.26) 

( s) 
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イギリス気象周発表の長期予報について

( Lon普-1"etll?eFOl'eca.sts by The Meteol"ologica.t 0仔ice】 気象看長

( The 阿ete.ol'Olo?ical 門a.~a.z. ine VoI.守3，No・JOCl8，J~l.lt. 11"4 ) 

酒会食疑者に対すa函答ヒして，イギ 1)ス気犠足音に..t-?でつくられる耳々
の夫候予想If.'難符され 9ことに包まったこヒカIt'， 1'f63俸 1/ 河 13a Iこ公

表された.

をの仰刷物はただ‘ I'枚の織で，喜誌面1=1立予報す，Q買のイギ 1)スの気候放置

いきE輩マ書いてあリ，圏内 δl観測併の平均値を署員冷厨の紛で表わしている.

撃面には次の請項目樹、あげられている . (Q.Jイザ 1]スにおける豊島去 fか耳の

実際に起こった実疑の説明 くb)北半球}ごついての遜去 fか買 t徒会に/か

百ではないが J 吃オ1.1:泣い期!匂〕の (j) 平均海面気圧(ji1大事その下層(1000

- 500明 b)の混~偏差の国 <.C)逝去/か買の大震構な天然の状態の棋搭

的な校混と，せれに主主づ、〈推論 ぱ}向こう fb、月の天候予想 <ei予想を

判断し利用するための注意，

笹耳 15a )ごも，向こう 30目指の天保守穂町誕義されるから，T1'ヒつの
買は 2 遭由ずつrnHV2.必p したこつの予報~ωサ伐される力げである.

ごの?で がの fかH天候予想を事選表するといラ決実1ま，宮左手lずか 1)簡にJ.門.
VuuidκA肉とその協tr義の椀封筒調査!こ端を誕したF 比較的小hさな翼候
主動包長期的傾向についての荷粧に基づ、くものをある.この鄭}苛!ごH.H.L.抑止
めもがなリ長い期淘についての長候量輸を荷乾した，そして，こ汎らの調査

.liIf9fか次第に予報乞いラ向撞!こ植樹約l之主ずくよラになり I I fJ6 0辱以朱毎

月の予報が、書いたもの乙して賞され，ぞれを横討した椅原偶媒1ξ基づいて得

られるものよりもまさっているこじがわかった.~，析の諦累 lま，これらの予

報に 1ま授熊 (~eP.)1Jr存在するこヒ 1:N'尽きれ，従って今くの歳守剥爾相纏

があるといえよラ.

括経商いられてい，Q芳訟はJ 主としてすぎまっ?と 21~~ る羅度以た月を，

量去のま穫の中から重量び臥すことに基礎をおいている.モうすれt;t"I その還

が出した耳のその倭の状態tr，これからやうてくる耳のポ椿について怠んら
かの令引きになること前期傍注れるからである.

ごの頓似lま波のよつにしてをポし出される 2

(14 ) 
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(j)イキ、 I}ス議魯lこついての総属的経連量

書irJ量産昔塘梢を俊って 2 遺ぜ去った買の経道之 1873与にさかのぼる

同{;'~のものを集めたー遣の唇についで，数億歯な比職訳、行なわれる

(iiJ北半諜のかなリな部分についての湛康帯差の型

これも計算端の助げを枯リて，噴置似震を表わすいろいろな指爆を撲っ

て韓櫨的!と比耳をする.

(jjj)北半諌め大柄分1ごついての周平地禄正国

これは，現在のとこ移入賞rt町、国~見て行なラ.

このよラ r.r令級官~ e' I 透億 /O~ J之のか fJ:り類似した湾1ft、得られるが，そ

の各々の沼について4吾首の天気圏1ft、吟味きれる.す t.rわち大面洋を通る4色気

圧の経書t，アゾレス為与を正の指さや.tlc置 3 畠祷麗の気圧分布ヒいったものがン 、副
靖容をったEの:tR憶ヒかな 1)ちがラものlet，額以-it¥'、よ〈ないヒしてヰ来駕しな

L、.事者りのもの(遁申書えが3あるい lま牛〉について，その4震の経誼tf.'吟味さ

れJ 一致した経道水、戒められないと涯にはさらに討論して，いろいろな堤象

の挺視にどのような ωυμA: をかけるべきかな注める.ごのような討論は，
換の浮木群の限界 p 海地く道，積雪1T有子あるい iま犬循環にみられるある靖しい
葵帯電E基!こして行なう.

手叡の内磐lまJ 話鎗;反のようなものである.

(i) 周平均捻謹I}¥'平年並外か，語、、か，非常!こ詩いか J 低いか 3 非常!こ f・6

いか.

(ij) 総降水量訳、今いか，平主手並みか p 少ないか.

(IijJ 予想きれる夫授の極通についてのなにか p あるい lませの月!こ単越守る

特徴 2 たとえば‘平場以上 l二北方系の天気事¥'l!aわれるなピ.

この予想方法 iま3 今くの~¥:'1世の国手間いられている芳法とちがっている

こヒ lご抵抗、っくマあろう.たとえば、アメリカ令緑風揮を象局-fIま，主乙して北

半球、ナ00仇 bの型c-示される大嬬棋な大員衝壊の傾耐からの外挿によってい

る.地球上 lご猿医をもって起こる要物!こせよ， 1又時悪友が、今いピかJかないヒ

かいラ地車京外ので注ゴヒにせよ J 統計的民主商根!こ|ま信頼をbがない. ，1学リ
ス気象碕の方法lま，運去の状態を令引き:ヒして物理由守な檎寝によって検討す

ることである.

気象芋の専門誌に来るぺ注月の毎日毎百の天気襲化 Ji.~予想する試みの忠な

いことは J なんら挺にする 1¥1.'容のないことちある cf予想"は 3 守想期l歯に

ついて概婚勧!こ表現された状態p 長期肉 b るいは気候学的な平治主比較し~

E宇喝境華ヒ高水量と J 攻の 30百商に起こるヲミ慢の型について今少述ぺる華

(15 ) 
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見w

品断

以外 l~ I本何もしない・今後々って米る季節の特徴を予見するようなこ uま~

らない.

長期予報波大気の科掌の中マ最も~~ベーーものだと気象学着は薄えている.

この7釘題を何事こうヒいう試みは，ず、っと以前から役されているが，輿菰注fL

ぽかった希望の量等しい詑鎮の章僚である.雪量.Jt宅u盛期栓あるいは地域外の
現象くたとえば、太障害の黒点)乞天異 Xの商の板鳴を手軽蒐しよラヒしてなされ

た敬多くの，しかも失敗1ご帰 ι1三努力を恵い起こす ~'It にすぎはい.長期予

報の信頼てききる組編;b¥，，'aつ経高価値l.t論者Eまたt:r¥， ~レ，近年鍋建~Jl苦ë'研~iIf

強，aされたのは，経滑価値のためであり，また乙の向題の本費負!1f.f事時株のた

めe"ある.令8，でしておそらく令後し1eI:"らくは，予報を行なうのは基礎に

なる鞍掌的危研究在大長の大循壊乙犬媛槙な現段!ご導入する新設の曽気根笥

(Dpumkα~ 13.JlA礼CÆ) とヒもに J 総観費綾部 (S~ぇ

ζ幼~η B~) の最-æ~あろう.試接的な予報の絡事農民凝集

研~宅F奏会ヒ気象学辱薦会ヒ lこよって橡討さオt1三後):: J 史婦に予報を宥なろ

ことが、、決定注れたこヒ lま，向題解決の童専な鍾1i.舎むものちはない.をのか

わり，現在の方法!またいていの場舎に後にたち得る予報をつくるこ乞於"G-詮

るヒいラ事実刻、わかった.しかし，現状を!立ただ一つの予報の示ず帳閣が主

いので 2 向車・った方向へ華〈可熊牲のあるこヒも誹~Jご哲~めなければぼらな

い.これ1;1:J 短期予報でも同じ、ことであるが，おかきたrItれIずならほい薄酸

である.毎月の文民予曹は，毎日の予報ど結びつけるなら l<t~最大の締偉をも

ち，また実際にせういラ告をい方由でされる.tラ J::希望するものちある.

〈気象庁予報告書 藤広議事事〉

(lb) 
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&幽

大気・海洋-大陸を金お系じおける月平均と季節

平均温度の数値予報のための物理的基礎iごついて

J. Ad.e甘1: On the physic~1 b乱sisfOT the l1ume-rical pY"eAictio・n

of monthly a.nd. sea.sonιI tempera.tuγes in the t~oposphel"邑­

ocea.γ1 - contine7lt system 

要約

員暴力学の第一法聡1;を太告吉区地主主に遊間する之とによって品、商l:jt均ある

いは手燐平均の地爽温度ヒ漢語の予報をするための方程式l.Jt辱られる.

ませ:託顔中有毒の気温ヒ地室長温~の I 湾の事坪債が計簿~れに.
初期信として/宇62等 /2克の海地く証書ヒ対策薗守層の矢濫をF脅し、 I 1'11，2 

握手 /2..f! aiff の積雪地曜の要維な命下 l~ 伴ラア lt..ぺドーの票差手からの僑量
管芳越して， /963与 l巧の湿度予報がなされた.

いずれも結束!ま聾匂であった.

1. はしか・さき 省略

2. 託苓 種目告

3. 放射平衡の ìt 穏~ ，) 

'iIi;外放射による X貨の冷却を~めるため，大 ~Iま Op から 8).L まをど 13メi

から (x) までの主主受の放射l三対しでは究会E巨体として作用し} !?μ から 13〆μ

まモの主主・射l式会〈啄牧しないものと板史 Lよラ.A 1図 (a)はこのモデ1レの
放射スノでクト 1レを表わしている.A 1図(b)は T== 300・K の乞巻の地東主主
くの実際の放射スペグト lレである.

いま温度了の究金書震体が入，から λaまでの波長の放射によって放渇する

まネ 11..ぜーを F ( T，λI ，入之)2) とす石と，この簡単4じされたモデ1レ大景品で

り この E植の前学は謹鱒宜容易にす晶ため訟着。~J島，~f)鳴の治主査書~.t.T.奇 r;: 蓄電P加え1':.

2.) F(T， λ 1 ，Ìl.z)=[c， e- c• 1λT (玉三十託子三+6}..-ヱ +ι~) ]~. 
ι 、 C孟 c; c! c1. ~入，

C21H争激. また定義1二よ 1) F( T， 0， (0) = 6'"T4. 
(20 ) 

ここでC，， 



(a) 

L回一ー」
2. 4・ G 8 帥 12

，A 1函 <a)モア，.レ

温良 Tit のヒ A!色t~ す~放射エネ 11.. ぞー l芸

(t) 観測値

E{T‘) = o-T持4_F( T縛， g，I;3)
~ ある.

主己須の温雇 T持 l;t気混減宰を βとしたとき

Tltは，伊，Z，古)= T(入，少，t)十戸 [H(λ，~， t) --ZJ 
によって表わされ Qものとす

~. Tlま Z=Hにお庁る濁農

-e-ある. H 1;1 1I.11f物質の存在

する著の福治〈之ご1t1まほぽ、

対米留の脅さ)，すなわち放

討の行従えつれる上限の高度を

ある.

紫外放射!乙商して愛tA気

の商にはエ本 lレギーの正味の

~壊がないものヒ仮定するピJ

大聖t(者骨量を孫<)が犠帯す E(T哨 H)

( A 1 ) 

るま味の放射エネ lレギ-E:A A2薗 米外紙射エキルギーの松這根檎
lま (A2図今隠)

樟得菅=~大雪景によ忍日射の吸収)十〈地表から犬託へのポ外放射〉
.~壷= (文禄よ函からの窓外放射)+C大塚下歯車、ら地表令の禾外放射〉

の撞であ~から

EA =o{，d+ElTs)-"E(T)-E(T+βH) 

(21 ) 
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今後手E分長い鶏1萄At (1晶、克あるいは春節7の平喝我慢民主撫寵Fごするか

ら3 以俊lま百.'.Ts ') 1， 1:1¥ ~ Es) Ec在期1旬Atについて平均をと
ったものど;lt;えるこどにする.この場合(1)) (2)， (3) ば T~ ， Ts') I 

)~腐す~糠型1;穫量~~あるから帯広まわらない.

地家面l二鋪遣する童童日射をQ.，散乱ヨ備を <j.地羨爾のア lレペ!ドーをtJ..

ヒする乞党表面 I~よって峨枕される田翁は (Qt~)(l- (ý')をあるから

Q+， =去をL(J-o{)

kなる. 5ω尚g-A句&tnゐπの式唱E潤いるヒ

Q+~=(Q 十 tg. )o (，ー((-免)e J 
~ある. ここで (Q+~)ol孟晴天のヒ令書地脅!ミ到.す è El尉壷，

南省tちある.

oI.， =a，-Ep， 
ヒぢ〈ヒ (4)，( 5")より

(Q-t・直、
0-，=一-I一旦(I-，1..) 

(4) 

($> 

食ば練度の

( 6 ) 

b，= a，(/-合) (マ)

ヒなる. (。十~)。の値 1本各 ~L t-樟j震の粛教として 3 また免の値は<i-締.. 
の向教ヒして B比勾んの文献の中!このっている.

cI."宮a2.，心 =εb3 ピsいて a2 ) bJ 1害者害患をとを鋳の掬数ヒ仮定しょ
ラ. a.2.， bJ の備は LσγLa.cmのデーグーから求めるこど/:A""できる. ~ら lご

~ 1 ~長

まシii 免 0-2 I b3 I 

010・304118'.510.3.;:-1 115010.0761 4.71 0.361 

101.261117.41.34-1 11601.0.3011.71'.40 

Isl.24Slt6.b 1.33!.}34!.032116s! .0151 O.g 1.451.1/41 .03fl 

20 .222 155 .33 ヮ。 O 0.2 .50 

2s ;20/ 14.3 .32 .J2{， .031 ワ5 O 0.1 .5'5 .167 O 

ヲOー.Urt 12.マ .32 ~O o o .55 
35" .15'3 10・B .32 ./15 .036 gち O O .55" O o 
40 ./z5 '.7 .33 90 O o .5"5 o o 

45 .100 ，.， .34. ./04 .044 

く24)



r I玄視;b;九ゐ訓バ怠Aの式を使って齢構することお司Hきる.嬉1表l二leir(Gil 
十fj-)O) I/Io，企 J a~ ， b"の1月の値駅、示法れてvる.ここで 10I1.J丈、
陽嶋敬~~る.

4.エネルギ一保存の謁

製カ巻構-~星測の惑を諸島塗について玄 =0 から Z=H，まマ積分L..，ミき畠

に期1首Aもの平喝をどるピ

会(T":-(Tm')i ]ー石Kv2 T幌'=EA+Ec +ら+~5+R， (8) 

州られι ここちも=.'r [( p/)z吋-PO ] (1ゆ)，ぽ=日〔け件!1J告で ぜ
ある. unの左塩事」壌は矢混の時I慨についての局対象化から樺られるZ民
f市品)l=(了間)，...;Tm・7t-，(1m>，"は今場えている翁向の捕の期向の平均抵混e'ある.
第三項ば録湿の移譲E項を乱菰水平拡散の形1:'，t，.~かえたものちある Gr.z I在

地裏面から大望号へ放置i 注れ7.dl置費~， Gi-s 1ま蜜層内の凝棋によって大択に与え

られ~熱壷""fあ~. R. fまその他の扮果!こよる・大慌の加蘇項マ，ここでは難
視す~ことにす~.

港湾あるいは火隆司Ht深ミd\ どり下の噌 ~lま習塾長抱~'1lわらなし、ものとする.

この地友商からえの深きまでの場内では~喝事t湯7F兆羨爾湿度ヒ寝注先の湿

度の平地~義ゎミE れおものヒ依注しよう.毒事対学協ー法車問の式をi この層に遭

粛し，期尚 a七について平容を之ると

d.s (Ts'一(Ts')t")= E$ -Gra-今2 ( 9 ) 

が傍られる.二三宅 ds芦九 Csゑ/μt， 九lま怒反 Cs1ま脂製をある.
<9>の左温Bt滋援の時前lごついての濁併荻必から符られる項， (T5' ).-=ぐら).-

-T;d ~ J (ís)ょば今迫害えてい~期尚の舗の期尚にB ける浮渇地慈歯音色~で

ある . ~a Jま燕境基!こよって地面から失われ否熱雷l'ある.移譲E墳は海洋""EI会

E号所鈎!こ曾零 ~Iまあるが J 全体的1て見。ビ大気中のものに叱ベてJ¥、ささいので

ここちは無視されてい~.

冬Z争悔 s 大震』積書地域，また枯~l立ヱネ lレザーの貯旗 l土難穂す否ことがr~
き~.したが、ってこずL らの地滅ちは

o = E s -~3 - G-.z 
ヒな~.

(2.5) 
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1:::よる 1厨の地表温度
l周の地表明電話の衰年優

(28) 



によって縛を求め忍ための 1;1:l7めの設定信4>":2.) 1てようマ当事~方'lf.:..

まず1馬の環洋平均値の皆車をしてお・よラ;

~2 ， G-ョG-r，ε，0(. l!.して事与平均倍A町、漏いられた.(τ視)，，'(Ts)， 
も同種に jえ買の車専.償fJr商いられた.

動車1ζ松零怠主健常設1式決のよろにヒられた.

Tc・=26/oK ， Ho=IOXI05伽 p 丸=2:2.3・K ， 
β = I.sx 10・IoKc"，，-'， 1百、50=τ百~+ßH出o ， 九=0.‘2話6叫4似'XIO'ヤF炉也mMd，勾必dz~， 
f九~ = 0.+但2XIO-寸2伊z仰 C♂畠， J烏も = '1""仰C♂3 ， C白5=4ι削.1ほ84制Xl必()"陶a瓜 i:lKピ-1
，兎(=~XI泊0"仰， At = 0、26此S'X/o"，4ji邸B硲c. 

-

4 B， 4 D爾は料相 K-以 10，0Qltz ..uc-I 叩いて輔された賂 d 
1:: 500郁 b 票年平均繁華の分布簡である.ニれらlまよ〈ー致してひる.K=O 

と1<= 2)( 10帽 のヒ暑の訴事の応軟から掠散墳によoて藩しい平滑総br行CI:
われてい~こと班、わか-? 1=:.また KtJt 2')( 10'0乙.3X10'0の僻の向には捨ん

ど差のないこヒが苛専lこよりたしかめられた.

513) 5D酉はそれぞれ K=幻 10'0om2.;U-C-1 を用いで罰事量Eれた地表

面混展ヒ地表異還の粟与平淘債のそ~4f1 図ë'め ë. これらもかなり占〈一致し

ている.

ワ.Iヲ63年 l買の環辱値からの僑差の千報

予報法論Eの潜水面語.J対混圏中骨の畏濃』地義面のア lレペドーに依存
す'.5.

海水源』震の事年僚か&の偏差が?喪指向持続し，吃@耳あるいな琴怖の天候

lζ砦レL、事容を与Zたよラ1;1'培令l才興味の対象になる.たじえ1:"19/' 2毎12

z ば地文面洋ヒ:Jlí~平洋お、婁帯!己あたたかか。た.他方/デ62 与は月 .3 1a Iこ
は積雪qr/:?--Jaあるいは IJ!の黒年半増我慢Bに地 Aごて翼惨!こ孟ひ地域を~怠

っていた.

屯事E:}より糟..の語い領誌の栗左手平喝債は S-OD例 bよリ lまゲ001fl..bの-t.t1.

・をあるから， )く境・の湛患として 700偽 bの然混li希えることにしよラ.

8'AIiIまl湾の積雪地域の.与平均状態の常預ヒ 1'16之塁手 12.湾 31a Iζ 
観測注れた精舎の命俊之を示している.

/デ/'2豊平 12 11 の実測の帯71く混ピ 700 仇b~遥おFよ ttl 'l1> 2 毎日 1I 31 H 

の 7 ルペ~- ~M I.' I 他の笹はすべて享年平海櫨~~突って 1 '1 63 与/J!o-轟

ait持を普尊し1ミ.この予報健ヒ前lこ智聾した対施、する事与樟 (4ss!jl:l 

贋〉から繍差を唱さめた.モ札前、 Cf A ， IOA 岡 lご示~れ七いる.ご挽らど提

(2'1) 

d 



命v 0・

1fA図:精密の街眠

(~\.最:票主tl 破樟 t l?4之辱位置3/8)

測注れた地意気温， ケO{J偽b餐樺〈それぞれ9B， ，) () B図}ヒの比較から
暗に中鱒Ii-z=p~ の大勢於がなり一致してい~こヒポわかる.しか L

予報さオ1 た偏差の櫨.1ま上層で lむi、~すぎる.

/0 C図I本/タ62.年/之汚の 7dO?n.b猿濫の橋是を無視して予報した樺栗
である. /0 A図ヒ /0C圏の比較から主ヒして海水湿の偏差ど積替Qt上層

匂 の溢闘を決定している亡川、刷、-e.

地表面温度の予被された備差の3えさをは一般に I主観測債とよく一致してい
@. 

(30) 
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?/JJ: 'A】苛事によるIft3年 r~ の黄色表面混度備~
(B) .ft測によ否19634I nの地表僑滋偏差
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10函:(C)前Eのマ00怖気温偏差を無視した喝令のきf草値

8.むすび

1 か月1)るいは季締平均温度の大規棋な位。伽ntd~を然1J~ の

場一法則を佳って説四日す石ことが、~，きた.

~/ 

前毘の洛氷混，対tt:圏中骨の気混，積雪~使って /'163 年 l 月の地表面湿

度ど対菰画中管の気湿の声!i性的予報l之成毛布した.

ここを用いられた桝偉からの偏差門職湖周の混同ヒアルペトに Jノ
A).与している.積雪の変動による 71νペドーの変化は温度 I~Ã l!. g:-鴨署を与

7t~ . 

ここ守 lt 積書の~.1包のみ於アルペドーの事与億からの婦長を引き起 ζ すも

のと拳えたが、J 他の扮来たとえば、地表面のしめリぐ、あいのま仰によ~ア lレベ、

ド、ーの蜜動といラよラなものも豊島えることIJ¥"をき否.

潜水混ヒ積啓前大祭大信項にltlます検察の..零栓lまNan叫1241二よって翁4負
担Eれた.

(33 ) 
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われわれの針策ちは/何3右手の冬の偽差が、この季蹄のはじめの也大筒事事 k

北太平洋の寒常にあたたかい海水道ι積雪地主誌の漢常ロ荷下によって予知さ

れ得るといラニヒを示した.しかしなが、らこれらφ地奈面における裏憶な荻

iさはそれ台身大僑項!こよって作られるものであるがp ごこ-z:.われわれ前釆し

たものは p ひとたがそれらが作りぼされるど長期尚にわたって真帯電ボ態を

持続迄也大得議に萱零な鴇響在京lずすといラことc:ある.

このモヂ、!レボ 1まカE 然総構ヒして放射の外を~嬉し J 柑の効果による加熱は

京厚値下Bきかえた.当然ヰ苛来の1句題 χしてJ疑結 3 地表面からの頭鎮の放盛3

蒸震をの暢響をカIT~義者電機に取り入れなければならない.

&:撲係敢については詳しいこ乙はわからないが p 冬!こ対しては 2X /0") あ

るい!ま 3x /0'。仰t2./.l.eC-1 を用いればよい.

~献 省略

(俵象踊突角? 靖~ 孝雄〉

、一一一一----~------.~~--~へ一一一一

(正誤)

グロースペ γ タ一策 2巻構 δ，4号

長期予報の研究へのサイパ、ネチ、ソケスの概念の応、用〈舟山 詔紹介)

事 行自 誤 正

? 上から/5 (5)式 百十λ.(1u，-u.)百件，十金) ーー -A'(u，ーぬJo(軌+ぬ}
2 d χ2  -aつE

下から 4 (6):式 一 -t'm (u， (m'十九~)-;s J ゆ~111. -ー ー-{み(u，(制与だ)-13-X(U，-U4)J時間一

下から 2 (ワ)式 -['.明 (U3(m~+だ)ーβ〕件'3 m.- --{問(uョ(初斗だ)γ併記(U，-U1)]s割・

18 補輩 u=u，十日 u=(日十Us)/z

(34) 
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